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2019 年度 第 49 回インナーゼミナール大会 

 

日時：12 月 7 日（土）9:00~ 

 

場所:甲南大学 岡本キャンパス 1・2 号館 

 

インナーゼミナール大会(以下：インゼミ)は、学生を主体とした経済学部ゼミナールの研究成果の発表

の場で、ゼミナール間の繋がりを深めることを目的としています。  

 インゼミは甲南大学経済学会 3・4 年次の各ゼミ生達が日頃研究してきた成果を発表する場です。今年

で 49 回目になる伝統的な行事で、経済学部最大の行事でもあります。 1 回生にとってはゼミ選択の参

考に、2 回生にとってはゼミ活動の参考に、またその他の方々にとっても経済学に触れられるいい機会に

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～感想～ 

12 月 7 日に甲南大学経済学会主催の「第 49 回インナーゼミナール大会」が行われました。インナー

ゼミナール大会はゼミ所属の経済学部生が中心となって、自分たちが研究してきた内容を発表する場で

す。私は、学生評議員としてインナーゼミナール大会で司会を主に務めさせて頂きました。先輩方の発表

を聞いて、印象的だった所が２つありました。 

1 つ目は自分たちが取り扱った内容について隅々まで調べていて聞く側の立場になって考えていたと

ころです。良い点、悪い点を挙げ、具体例などを使って発表している所は自分も発表する側の立場になっ

た時にお手本にしなければなと思いました。 

2 つ目は、質疑応答の際どんな難しい質問でも分かりやすく丁寧に答えていた所です。私もパワーポイ

ントを使って発表する機会が大学生になって増えたのですが、質疑応答が 1 番苦手です。いつも難しい

のが来るなよと思いながら立っています。なぜ、先輩方はあんなにスラスラと質問を答えられるのか、自

分とは何が違うのか考えて見ました。考えた結果、発表までに要する時間や、どれだけ奥深くその内容に

ついて考えているのかという事だと思いました。 

今回のインナーゼミナール大会を通して私は今後どのゼミに入れば良いのか、ゼミとはどういうもの



なのかが知れてとても勉強になり、参考にしようと思いました。ゼミ発表と言うものは大学でしか出来

ないことの 1 つでもあると思います。 

また、学生評議員として運営に周り、自分たちの仕事でも改善点はあったと思うのでその改善点を直し

て来年、今年よりも良いインナーゼミナール大会になるようにこれからも頑張ろうと思いました。 

 

 

 下記は、第 49 回インナーゼミナール大会において各教室のグランプリ・準グランプリを獲得したクラ

スになります。 

 

優勝・準優勝 

121 教室 ゼミ名 チーム名 

優勝 市野ゼミⅡ サヨナラセルフネグレクトズ 

準優勝 柘植ゼミⅡ ネコ班 

 

優勝・準優勝 

122 教室 ゼミ名 チーム名 

優勝 石田ゼミⅡ PCIGO×2 

準優勝 柘植ゼミⅡ BE KAKOGAWA 

 

優勝・準優勝 

132 教室 ゼミ名 チーム名 

優勝 市野ゼミⅡ いちのみや×きんじろうず 

準優勝 林健太ゼミⅡ CRYSTAL GEYSER 

 

優勝・準優勝 

221 教室 ゼミ名 チーム名 

優勝 上島ゼミⅡ チームおかの君 

準優勝 中川ゼミⅡ 教育班 

 

優勝・準優勝 

222 教室 ゼミ名 チーム名 

優勝 市野ゼミⅡ ピグレット≒Regret 

準優勝 青木ゼミⅡ チームパパ 

 


